
 

 この章から実際的な生活のすすめが記されています。 具体的には次のような事
柄です。 
 
・世と調子を合わせない 
・与えられた恵み(霊的なものも)を用いる 
・尊敬を持って互いに愛し合う 
・勤勉で霊に燃え主に仕える 
・聖徒を助け、旅人をもてなす 
・喜ぶものと一緒に喜び、泣くものと一緒に泣く 
・高ぶった思いを抱かず・ 
・全ての人が良いと思うことを図り、平和を保ち 
・復讐せず 
・善を持って悪に打ち勝つ 
 
 ヨルダン・イスラエルの派遣チームのガリラヤ湖畔の新年礼拝(出エジプト12：2から
11月を新年とするという信仰に立って)で、新しい神の言葉が与えられました。 
それは、この週報(シロアム)の表紙にあるように、〝 「喜びの声,賛美の声を上げ始
めたとき〜」 勝利を見た。 〟という御言葉にあるように、生涯の使命として賛美隊の
働きを受け取ることです。 

 生きた供え物として賛美をもって神様に仕えるように、神様は私たちを導いておら
れます。み声新聞のバイブルコーナー(第５面下)には、感謝と賛美をささげる神様と
の深き交わりに、サタンは決して入り込めないと記されています。 
その実践的な事柄について語られていますので、ここに記しておきます。 
 
1良いことを感謝する祈り。 
2悪いことを感謝する祈り。 
3神様をたたえる祈り。 
4約束を喜ぶ「からし種の信仰」での感謝の祈り。 
5(賛美の曲を用いて)主を賛美する。 
6踊りながら賛美する。 
7霊歌で自分の思いを賛美する。 
8神様の約束について叫び声を上げる。 
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今年のみ言葉 歴代士Ⅱ 20：22 
「彼らが喜びの声、賛美の声をあげ始めたとき, 

主は伏兵を設けて、ユダに攻めて来たアモン人、モアブ人、
セイル山の人々を襲わせたので、 

彼らは打ち負かされた。」 
 
 

 
 
 
 
 
 

＊皆様のお手荷物・貴重品等には十分ご注意下さい。 
教会内での紛失や盗難等については一切責任を負いかねます。 

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アルベル山の朝日 
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http://astone-blog.jp/tlcccfrh/ 

 

【ローマ人への手紙12章】 
 「あなたがたのからだを、神に受け入れられる、聖い、

生きた供え物としてささげなさい。 
それこそ、あなたがたの霊的な礼拝です。」 

(ローマ12：1) 
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